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示
す
る
事
は
で
き
な
い
か
。

　

こ
の
形
で
進
め
て
い
く
こ

と
を
前
提
に
し
て
、
保
護
者

の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
力

す
る
。

　

賛
成
や
反
対
の
意
見
な
ど

は
あ
っ
た
か
。

　

住
民
や
保
護
者
の
認
識
は

か
な
り
深
ま
っ
て
き
た
と
思
う
。

　

先
生
方
の
反
応
は
ど
う
か
。

　

先
生
か
ら
は
、
準
備
に
時

間
が
か
か
ら
な
い
方
法
を
検

討
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。

　

財
政
難
の
折
に
な
ぜ
や
る

の
と
い
う
意
見
も
あ
る
し
、

　

住
民
の
方
々
に
詳
し
い
説

明
を
行
う
た
め
、
実
施
方
式

な
ど
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で
広
報
し
た
。

　

議
会
で
の
審
議
の
論
点
は
、

生
徒
、保
護
者
、先
生
の
各
々

が
こ
の
給
食
方
式
を
理
解
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
で
は
。

　

先
生
方
に
理
解
し
て
も
ら

う
努
力
を
し
て
い
く
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
の
方
々
に
は
説
明
を

し
た
。
保
護
者
に
対
し
て
説

明
の
予
定
。

　

議
会
で
是
非
を
判
断
す
る

た
め
の
公
的
な
デ
ー
タ
を
提

集
金
な
ど
の
問
題
も
あ
る
が
。

　

教
育
委
員
会
の
責
任
で
進

め
て
い
る
。

　

上
か
ら
押
し
付
け
て
し
ま

う
事
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
は
。

　

法
に
し
た
が
っ
て
実
施
す

る
の
が
行
政
の
責
任
だ
と
思
う
。

　

審
査
会
な
り
を
作
っ
て
意

見
を
聞
き
な
が
ら
ま
と
め
て

い
く
作
業
が
必
要
で
は
。

　

中
学
校
給
食
自
体
は
賛
同

を
得
て
い
る
。
形
に
つ
い
て

は
保
護
者
の
意
見
は
聞
い
て

い
く
。

　

議
会
で
出
た
不
安
要
因
や

議
員
の
提
案
は
教
育
委
員
の

方
に
知
ら
せ
て
い
る
か
。

　

意
見
の
す
べ
て
は
出
し
て

は
い
な
い
。

　

審
査
会
等
の
選
任
な
ど
進

捗
状
況
を
確
認
し
た
後
、
委

員
で
協
議
し
広
く
町
民
に
意

見
を
求
め
る
「
意
見
書
」
を

作
成
、本
会
議
へ
提
出
す
る
。

先
進
地
視
察

▼
10
月
23
日
坂
出
市

　

包
括
外
部
監
査
制
度
の
導

入
に
関
し
て
調
査
。

▼
10
月
24
日
さ
ぬ
き
市

　

寄
附
条
例
に
関
し
て
調
査
。

て
、
伊
賀
市
議
会
で
は
、
条

例
制
定
に
向
け
た
課
題
や
基

本
的
な
考
え
方
を
研
修
し
た
。

　

熊
取
町
議
会
は
、
平
成
20

年
３
月
議
会
で
議
会
の
憲
法

と
も
い
え
る
「
議
会
基
本
条

例
」
を
制
定
。
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
「
議
会
の
活
性

化
や
住
民
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
、
熊
取
町
の
よ
う
な

取
り
組
み
は
、
今
後
も
ま
す

ま
す
求
め
ら
れ
て
く
る
。
条

例
制
定
に
向
け
、
真
剣
に
考

え
る
時
期
に
き
て
い
る
」
と

痛
感
し
た
。

塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
視
察

　

塵
芥
処
理
セ
ン
タ
ー
の
設

備
・
運
営
に
つ
い
て
、
施
設

内
を
視
察
後
、
質
疑
応
答
。

　

毎
年
、
１
億
円
前
後
の
補

修
を
行
っ
て
い
る
が
、
一
番

経
費
が
か
さ
む
の
は
ど
こ
か
。

　

集
塵
・
冷
却
関
係
の
機
械

部
分
が
主
体
。

　

施
設
・
設
備
の
延
命
に
は
、

ど
ん
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

の
か
。

　

３
年
周
期
計
画
で
改
修
を

実
施
し
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
視
察

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
施

設
概
要
、
は
り
ま
里
彩
来
館

の
事
業
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
質
疑
応
答
。

　

ご
み
を
有
料
化
し
た
自
治

体
は
、
30
％
か
ら
40
％
削
減

で
き
て
い
る
。
町
で
は
、
ご

み
の
有
料
化
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　

議
論
を
重
ね
な
が
ら
、
い

生
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

商
工
会
視
察

　

商
工
業
の
現
状
や
課
題
な

ど
の
説
明
を
受
け
た
後
、
質

疑
応
答
。

　

金
融
機
関
の
貸
し
は
が
し

な
ど
金
融
相
談
は
あ
る
の
か
。

　

金
融
に
関
す
る
相
談
や
申

し
込
み
は
減
っ
て
い
る
。

そ
の
他
に

▼
農
・
水
産
業
の
振
興
事
業

▼
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
策
定
の
進
捗
状
況

▼
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

後
の
影
響
・
取
組
状
況

運
営
状
況
の
説
明
を
受
け
た

後
、
質
疑
応
答
。

　

町
か
ら
の
補
助
は
。

　

町
内
５
行
事
あ
り
、
１
行

事
１
人
あ
た
り
１
４
０
０
円
。

西
小
の
学
童
保
育
視
察

　

西
小
の
す
き
っ
ぷ
の
施
設

や
現
状
、
問
題
点
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
後
、質
疑
応
答
。

　

対
象
者
は
３
年
生
ま
で
に

な
っ
て
い
た
が
、
現
状
は
。

　

学
年
に
よ
る
制
限
は
な
い

が
、
補
助
金
の
対
象
は
３
年

い
方
向
を
探
り
た
い
。

そ
の
他
に

▼
健
康
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

の
利
用
料
金
に
関
す
る
報
告

こ
と
り
保
育
園
視
察

　

こ
と
り
保
育
園
の
沿
革
や

▲水田川におけるヘドロの臭いと堆積量を調査

視
察
研
修

■
11
月
12
日

　

三
重
県
伊
賀
市
議
会

ＡＱ

▲塵芥処理センターで圧縮処理によって成型された空き缶

■
10
月
10
日
開
催 町
内
施
設
を
視
察

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
研
修

■
10
月
11
日
開
催

水
田
川
の
ヘ
ド
ロ
を
調
査

■
10
月
15
日
開
催

広
報
の
中
学
校
給
食
記
事

総

務

文

教

総

務

文

教

民

生

生

活

民

生

生

活

建

設

水

道

建

設

水

道

議

会

運

営

議

会

運

営

■
11
月
10
日
開
催

Ａ ＱＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

▲伊賀市議会を視察

■
11
月
13
日

　

大
阪
府
熊
取
町
議
会

■
12
月
５
日
開
催

Ａ Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

Ａ Ｑ

ＱＡ

Ａ

Ｑ

Ａ Ｑ

　

議
会
の
役
割
や
責
務
、
あ

る
べ
き
姿
を
明
文
化
し
た

「
議
会
基
本
条
例
」
に
つ
い

水
田
川
の
現
地
調
査

　

水
田
川
近
隣
住
民
か
ら
、

ヘ
ド
ロ
に
よ
る
悪
臭
の
苦
情

が
多
い
こ
と
か
ら
、
干
潮
時

に
水
田
川
の
下
流
（
微
笑
橋

付
近
）
か
ら
上
流
（
阿
閇
橋

付
近
）
に
向
か
っ
て
、
ヘ
ド

ロ
の
臭
い
や
堆
積
量
を
調
査

し
た
。
ま
た
、
水
田
川
改
修

工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

も
視
察
し
た
。

カ
ル
キ
流
出
事
故
調
査

　

カ
ル
キ
流
出
事
故
に
つ
い

て
、第
３
浄
水
場
を
調
査
し
、

流
出
場
所
や
被
害
状
況
、
事

故
原
因
、
今
後
の
対
応
策
な

ど
の
説
明
を
求
め
た
。

　

こ
の
事
故
は
、
場
外
農
業

用
水
路
へ
の
約
40
ℓ
を
含
む

場
内
排
水
ピ
ッ
ト
な
ど
に
計

１
２
０
０
ℓ
程
度
の
カ
ル
キ

が
流
出
し
、
人
的
被
害
は
な

い
が
、
魚
な
ど
約
３
０
０
匹

が
死
ん
だ
。

　

事
故
原
因
の
バ
ル
ブ
誤
操

作
に
対
す
る
防
止
策
と
し
て

は
、
バ
ル
ブ
施
錠
や
閉
鎖
パ

ッ
キ
ン
設
置
の
ほ
か
、
業
務

体
制
や
緊
急
連
絡
網
の
見
直

し
、
業
務
従
事
者
へ
の
薬
品

取
り
扱
い
教
育
を
行
う
。

下
水
道
料
金
の
見
直
し

　

下
水
道
運
営
委
員
会
で
の

審
議
状
況
の
報
告
を
受
け
た
。

第
１
回
目
は
、
委
嘱
状
の
交

付
と
会
長
お
よ
び
副
会
長
の

選
出
を
行
っ
た
。

　

第
２
回
目
は
、
使
用
料
を

長
期
間
見
直
し
て
い
な
い
た

め
、
３
年
ご
と
の
見
直
し
が

必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

第
３
回
目
は
、
下
水
汚
水

処
理
費
用
を
使
用
料
で
い
く

ら
賄
え
ば
い
い
の
か
検
討
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の

公
費
負
担
が
な
い
場
合
、
す

べ
て
使
用
料
で
賄
わ
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
１
５
０
円
以
上

の
値
上
げ
と
な
る
が
、
急
激

な
値
上
げ
は
難
し
い
た
め
、

使
用
料
と
公
費
で
半
分
ず
つ

負
担
す
る
こ
と
を
前
提
に
議

論
し
た
。

　

第
４
回
目
は
、
使
用
料
の

資
本
費
割
合
50
％
に
対
す
る

値
上
率
を
話
し
合
っ
た
が
、

明
確
な
結
論
に
は
達
し
な
か

っ
た
。


